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コロナ禍で様々な取組が縮小され

たが、GIGAスクール構想の前倒しで

ICTだけは計画以上に活用が進み、

既に97%とほぼ全ての高校で、授業・

ホームルーム・探究などの教育活動

に活用されている（図表は割愛）。今

後の活用イメージは（図表2）、「宿題・

課題等をオンラインで配布」68％が

た方法や進度で学習できる」「授業外

の家庭学習（課題）等も含め、生徒の

学習時間の伸長」（共に50％）と続く。

大短進学率別では、進学率95％以上

の進学校で「多様なリソースにアク

セスできることによる生徒の学びの

深まり」が59％と突出している。教

室内での学習や日常の生活圏では触

れられない情報源に触れ、刺激を受

けて学びを深めていくことができる

と期待されているようだ。

1位。カテゴリー別では【授業での活

用】の項目が高く、「オンラインによる

双方向型授業・学習支援」が56％、「授

業での活用・計」の割合は78％にの

ぼった。設置者別では、導入が先行

している「私立」で全般にスコアが高

い。では「ICTの活用によって狙い

たい効果・変化」は何か（図表3）。「生

徒の興味を喚起し、学習へのモチ

ベーションを上げる」が64％と最も

高く、「生徒一人ひとりが自分に合っ

リクルート進学総研では、今年２月、

全国の高校に教育改革の進捗に関す

る調査を実施。本稿ではコロナ禍の

影響と、入学者選抜改革や新学習指導

要領への取組等について報告する。

まずコロナ禍の進路指導への影響

を見ると（図表１）、進路指導は優先度

高く取り組まれたことがほかの設問か

ら分かっているが「特にない」は１％に

満たず、ほぼ全ての高校で何らかの影

響が生じた。「進路ガイダンス・進路相

談等の行事の中止・延期」が82％と最

も高く、以下「オープンキャンパス指導

が十分にできなかった」77％、「保護者

向け進路ガイダンス等の中止・延期」

51％と、対面・集合型、経験型の指導が

縮小を余儀なくされ、フリーコメントで

は進路選択のミスマッチ等が懸念さ

れている。なお「大学への期待」の設

問（図表は割愛）で順位を上げ1位と

なったのは、「実際の講義・研究に高校

生が触れる機会の増加」（54%）だった。

“コロナ禍で不足したリアルな接点”が

より一層大学に求められている。

※「2021年　全体」の降順ソート
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2021年　全体 （n=1156） 64.2 50.0 49.9 48.0 48.0 43.3 41.6 22.7 22.0 1.5

大短 
進学率別

95％以上 （n=192） 56.8 51.6 43.2 58.9 49.0 46.9 45.3 22.4 27.1 2.1
70～95％未満 （n=313） 65.2 51.8 54.6 45.4 50.8 47.9 46.3 29.1 24.3 1.0
40～70％未満 （n=240） 66.3 49.2 50.8 47.1 45.4 44.2 41.7 24.2 22.9 1.7
40％未満 （n=405） 66.2 48.4 48.4 45.4 47.7 37.3 36.0 17.0 17.3 1.5

※「2021年　全体」の降順ソート ※「2021年　全体」より5ポイント以上高い数値を    色で表示

図表2	 今後の ICT活用イメージ（全体／複数回答）

	 「宿題・課題等のオンライン配布」「授業での活用」を想定

図表3	 ICTの活用によって狙いたい効果・変化（全体／複数回答）

	 狙う効果は「生徒の興味喚起」「個別最適型学習」「学習時間の伸長」
図表1	 「新型コロナウイルス感染症拡大」の進路指導への影響（全体／複数回答）

	 ガイダンスやオープンキャンパス等、対面・集合型、経験型の指導に大きな影響

    
    
宿題・課題等をオンラインで配布 68.0 65.8 74.8
 オンラインによる双方向型授業・学習支援 55.9 53.2 63.5
 対面とオンラインのハイブリッド型授業 44.9 41.5 54.5
 動画配信によるオンデマンド型授業 39.6 37.8 44.5
 学校と家庭とのコミュニケーション 40.2 36.4 51.5
 ビデオ会議システムを活用したホームルームの実施 21.7 18.8 29.9
 地域社会や海外との連携、協力の強化 35.5 35.6 35.5
 他の高校との連携、協力の強化 22.2 23.6 18.6
 その他 3.3 3.7 2.3
 まだ活用のイメージがついていない 4.8 5.7 2.3
    宿題・課題等をオンラインで配布 68.0 65.8 74.8
授業での活用・計 77.8 75.5 84.1
コミュニケーション・計 50.1 45.7 62.8
外部との連携強化・計 41.5 41.8 40.9

国公立 私立全体

※カテゴリーごとに「2021年　全体」の降順ソート　　※「2021年　全体」より5ポイント以上高い数値を　 色で表示
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新型コロナウイルス感染症拡大の影響
●入試日程や会場、方法等が変わってい

き、対応に苦慮した生徒が少なからず
いた。また、大学がオンライン授業に
なったことで、志望大学に対して再検
討をする生徒も出てきた（福岡県／県
立）

●実際にオープンキャンパス等に参加し
て自分で見て話を聴くことができな
かったため、ミスマッチにつながる可能
性がある（群馬県／県立）

●3年生は今までの蓄積があるので指導
が十分行き届かないところもカバーで
きたが、1・2年については不安が残る。
またコロナ対応で様々な変更があり対
応が難しかった（千葉県／県立）

Free comment 1

進路指導の縮小が余儀なくされ、
卒業後のミスマッチを懸念

ICTの【授業での活用】を想定78％ 
狙う効果は「生徒の興味喚起」

「高校教育改革に関する調査 2021」結果詳細はリクルート進学総研サイト
（ ht tp : / /souken . sh ingakune t .com/research/  ）でご覧いただけます。

コロナ禍と入試改革元年に試された
高校の「変化対応力」

高校教育改革に関する調査2021

コロナ禍で進んだもの・進まなかったもの
進路指導に大きな影響。ICT活用は計画以上に進展1

特集 コロナ×入試改革をどう乗り越えたのか高校・先生の変化対応力2

調査対象 全国の全日制高等学校 4738 校

調査方法
郵送調査＋インターネット調査
※校長宛てに調査票を郵送、回答を記入の上郵送にて
返送または記載の URL からインターネット調査に回答

調査期間
2021年2月1日（月）～3月5日（金）投函締め切り
※2021年3月10日（水）到着分までを集計対象とした
注）コロナ影響により当初予定2020年を2021年に変
更し実施した。前回調査実施は2018年。

集計対象数 1156校（回収率24.4％）

調査概要

回答者プロフィール

設置者別 国立4校（0.3％） 都道府県立790校（68.3％） 市町村区立55校
（4.8％） 私立301校（26.0％） 無回答6校（0.5％）

高校タイプ別
普通科単独校676校（58.5％） 普通科と他学科併設 233校

（20.2％） 総合学科75校（6.5％） 専門学科128校（11.1％） その
他7校（0.6％） 無回答６校（０．５％）

地域区分

北海道91校（7.9％） 東北140校（12.1％） 北関東・甲信越140校
（12.1％） 南関東208校（18.0％） 東海128校（11.1％） 北陸29
校（2.5％） 関西143校（12.4％） 中国・四国128校（11.1％）九州・
沖縄143校（12.4％） 無回答6校（0.5％）
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度調査のため21年度以降）は「思考力・

判断力・表現力を高めるための授業デ

ザイン」49％が最多で、「定期考査問

題の見直し」45％、「評価の在り方の

検討（観点別評価、パフォーマンス評

価等）」43％、「活用場面を意識した取

組、資料やデータの活用等、大学入学

共通テストの実施方針を踏まえた授

業の実践」41％が上位。「これまで」

と「今後」の差では、「評価の在り方の

検討」、「教科横断型の授業の実践」が

大きく伸び、「英語の外部検定試験の

受験を促進」、「外部模試の受験を促

進」が大幅減。英語資格・検定試験の

活用見送りや、初年度実施後に出題傾

向が見えてきたこと等から、重視点が

2位「『主体的・対話的で深い学び』の

視点による授業改善」61％、3位「カリ

キュラム・マネジメントの検討・推進」

52％。僅差で「評価の見直し（観点別

評価、ルーブリック等）」49％、「『総合

的な探究（学習）』の時間」の見直し」

45％、「育みたい資質・能力の明確化」

44％までが4割以上。前述の「大学入

学共通テスト」に向けて「今後取り組

みたいこと」との重なりも多い。高大

接続改革の流れを受けた入試改革と、

新しい学習指導要領に則って進める

教育改革は表裏一体であり、ここへき

てその方向性がつながり、高校が本質

的な教育の転換に向けて進みつつあ

る兆しが表れたのではないだろうか。

本質的な教育の取組に変化している。

またアドミッション・ポリシー（以

下、AP）は7割で進路指導に活用され

（図表５）、2018年調査の54％から浸

透が進む。また「調査書」の活用につ

いての進路先への期待は（図表6）、「活

用方法について、募集要項等で明確に

示してほしい」61％が突出。個別選

抜への要望（フリーコメント２）から

は改革への様々な期待がうかがえる。

2022年度からの「新学習指導要領」

の実施に向けて特に重視しているこ

とは（図表7）、1位「ICTの活用」68％、

「大学入学共通テスト」に向けた対

応について（図表4）、「これまでに取り

組んできたこと」は「英語の外部検定

試験の受験を促進」48％が1位で、「『主

体的・対話的で深い学び』の視点によ

る授業改善の推進」40％、「思考力・判

断力・表現力を高めるための授業デザ

イン」38％、「外部模試の受験を促進」

37％、「定期考査問題の見直し（思考

力・判断力・表現力を問う問題を増や

す等）」36％が僅差で続く。一方、「次

年度以降取り組みたいこと」（※20年
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2021 年　全体 （n=1156） 60.7 36.5 34.8 24.1 12.4 3.9 12.5 86.9

大短 
進学率別

95％以上 （n=192） 60.4 22.4 20.3 18.8 10.9 7.8 15.6 83.3

70 ～ 95％未満 （n=313） 62.9 34.8 35.5 24.6 5.8 5.1 13.1 86.3
40 ～ 70％未満 （n=240） 57.1 41.7 37.1 25.8 12.1 2.9 13.3 85.8
40％未満 （n=405） 61.5 41.2 40.0 25.4 18.3 1.7 10.1 89.6

図表5	 進路指導における
	 「アドミッション・ポリシー」の
	 活用状況（全体／単一回答）

※「2021年　全体」の降順ソート ※「2021年　全体」より5ポイント以上高い数値を    色で表示
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図表4	 「大学入学共通テスト」に向けての取組（全体／複数回答）

	 今後は「英語検定」「外部模試」受験促進から「授業」「評価」「定期考査の見直し」へ

図表6	 「調査書」の活用について進路先に期待すること（全体／複数回答）

	 「活用方法の募集要項等での明示」への期待が6割

図表7	 新学習指導要領実施に向けて重視・注力していること（全体／複数回答）

	 トップ３は「ICT活用」「授業改善」「カリキュラム・マネジメント」

71％が進路指導でアドミッション・
ポリシーを活用

個別選抜への高校からの要望
●共通テスト（マーク式）の問題で思考力

を問う事には限界を感じます。是非、
各大学がAPに則した思考力を問う問
題を個別試験にて出題して欲しい（熊
本県／私立）

●しっかり学力も評価してもらえるよう
な選抜をお願いしたい。授業の中の、
基礎学力を軽んじる生徒が出てこない
ように（愛知県／私立）

●大学ごとのAPに準じた入試科目や小
論文・面接などの、多面的評価が可能と
なるような入試への変化を希望する

（栃木県／私立）
●APでは具体的な基準を示されること

が少ないので、志望する生徒が自分が
そのポリシーと合致するかわかりにく
い場合が多い。高校生が読んでわかる
文面を目指してほしい（大阪府／府立）

●調査書・志望理由書・活動報告書等を
しっかりと評価してほしい。大学自体
が主体性の評価をあきらめているとこ
ろがある。大変残念（愛知県／県立）

●各大学が次々と制度改革に着手してお
り、受験生はやや翻弄されている感が
ある。入試制度の変更に係る情報は、
より早く、より詳細な情報提供をお願
いしたい（福井県／県立）

Free comment 2

●探究的な学習の時間をさらに広げて、教科横
断、文理融合の教育を進めていきたい（東京
都／都立／95％以上）

●総合的な探究の時間に、本校でのこれまでの
取り組みをさらに推進し、｢言語技術｣を正規
の時間割に組み込む（神奈川県／私立／
95％以上）

●大学入試に関する変革が顕著なことから、そ
れらに対応すべくカリキュラムの変更に着手
している（神奈川県／県立／70～95％未満）

●調査書の形式が変わるため各教科で評価の
見直しが必要（イメージはまだ未定）（佐賀県
／県立／70～95％未満）

●観点別評価の運用と評定平均に関わる大学
推薦基準の見直し（宮城県／県立／40～
70％未満）

●キャリア教育の充実が、進路意識→学習意欲
の向上→学力向上に繋っていくよう、計画し
ている（兵庫県／県立／40％未満）

Free comment 3
新学習指導要領実施に向けて注力したい取組のイメージ

※末尾のカッコ内表記の数字は大短進学率
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これまでに
取り組んできたこと 38.1 33.5 39.5 25.1 8.4 36.3 18.3 48.4 37.4 27.5 27.6 12.5 32.4 0.8

次年度以降
取り組みたいこと 49.3 40.7 37.7 31.2 30.0 44.5 42.7 30.6 25.1 38.7 34.9 28.0 32.0 0.8

差（今後−これまで） 11.2 7.2 -1.8 6.1 21.6 8.2 24.4 -17.8 -12.3 11.2 7.3 15.5 -0.4 0.0

※カテゴリーごとに「次年度以降取り組みたいこと」の降順ソート ※差が10ポイント以上高い数値を    色で、-10ポイント以上低い数値を    色で表示

（n=1156）

共通テスト対応は試験対策から
授業、定期考査、評価の見直しへ

新カリキュラムでは「ICT活用」
「授業改善」「カリマネ」を重視

特集 コロナ×入試改革をどう乗り越えたのか

入学者選抜改革・新学習指導要領への取組
新入試と新カリキュラムへの対応がつながり、本質的な教育の転換へ2

高校・先生の変化対応力
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新しい学習指導要領でカリキュラ

ム・マネジメントの中核への位置づけ

が求められている「総合的な探究の時

間」は、既に93％の学校で取組が進み、

大短進学率の高い層ほど組織的に取

り組んでいる（図表は割愛）。

図表9は既に探究に取り組んでいる

学校に４つの力を提示し取組による生

徒の変化をたずねたものだ。「そう思

う・計」の割合で変化（向上）を比較する

と「主体性・多様性・協働性」70％、「思

考力・判断力・表現力」62％、「学びに向

かう姿勢・意欲」58％で、これら３つの

力は半数以上で変化（効果）が実感さ

れている。一方「基礎的な学力（知識

および技能）」は29％と、探究と基礎的

な学力をどうつなげていくかは模索中

の学校が多いと思われる。ほかにもフ

リーコメントからは、学び合いの姿勢

や自己肯定感の向上等、様々な生徒の

進学・就職を問わず進路に影響を与え

ると考えられているようだ。

●

調査を通じて見えたことは大きく２

点。まずコロナ禍の影響について、プ

ラス面はICT活用が計画以上に進展

したことで、新学習指導要領の全面実

施に向けた取組が積極的に進められ

ようとしている。マイナス面は進路指

導。高校では影響を最小限に留める

べく優先度高く取り組んだが、縮小を

余儀なくされた。“高等教育機関のリ

アルな学び”を知る機会を逸した今年

度の新入生への丁寧なフォロー、現高

校2～3年生に向けた情報や経験の提

供が重要になるだろう。第2に高大接

続改革の流れを受けた入学者選抜改

革と新学習指導要領の取組の方向性

がつながってきたこと。授業改善、探

究を中心に未来社会に向けて高校生

に必要な資質・能力をいかに育むかと

いう本質的な改革が進み、変化の兆し

が表れている。

教育改革の嵐で「変わるべき」と言

われ続けてきた高校。掲載できなかっ

たが、「コロナ禍の危機を“機会”として

前向きに捉え、試行錯誤から工夫が生

まれ、業務の見直しや改革を進めるこ

とができた」という声も寄せられた。

入学者選抜改革への対応、新学習指導

要領への準備に加え、コロナ禍、GIGA

スクール構想…と大きな変化を経験し

た2020年。「変化対応力」が試され、改

革推進に苦心惨憺しながらも意志を

持って前に進もうとする高校の動きが

浮かび上がってきた。高等教育機関

側も高校の変化や期待に応え、対応し

ていかなければならない。

変化が感じられている。

では探究活動は、生徒の進路選択に

どのようにつながっているか（図表10）。

98％が「進路実現につながる」と感じて

おり、具体的には「前向きな進路選択の

態度の醸成につながる」61％、「地域や

社会への興味・関心が高まる」60％が

拮抗して高く、２大効果といえる。

大短進学率別に比較すると特徴が

見られ、進学率の高い層では「志望校

や志望分野選びにつながる」、70～

95％未満の高校で「総合型選抜等、入

学者選抜に活用できる」が高く、進路

選択への直接の影響が想定されてい

る。70％未満の層では「地域や社会へ

の興味・関心が高まる」が高い。なお、

「前向きな進路選択の態度の醸成につ

ながる」は進学率に関係なく6割前後

と高く、探究活動を通じて自らの生き

方を考えるキャリア教育的な効果は、

新しい学習指導要領で推進が求め

られている「主体的・対話的で深い学

び」（アクティブ・ラーニング、以下Ａ

Ｌ）の視点による授業改善の取組体

制は、組織として対応している学校

が61％であった。この割合は調査を

重ねるごとに増え、2014年の21％か

ら約3倍となっている（図表は割愛）。

図表８は授業改善に取り組む学校

に具体的に状況をたずねたものだ。

「今年度までの変化」は【教員】「教材

開発や授業設計力の向上」39％が最

も高く、以下、【生徒】「学びに向かう

姿勢・意欲の向上」37％、【教員】「教員

の授業観の変化」36％、【生徒】「主体

性・多様性・協働性の向上」34％と続

く。１つでも選択した割合は85％で、

多くの学校でALの視点による授業

改善での変化が実感されている。

「次年度以降強化・注力したいこと」

（※20年度調査のため21年度以降）で

は、上位を【生徒】の項目が占める。「思

考力・判断力・表現力の向上」59％が

突出し、以下「学びに向かう姿勢・意欲

の向上」49％、「主体性・多様性・協働

性の向上」47％、「基礎的な学力（知識

および技能）の向上」45％と続く。

「これまで」と「今後」の差で比較す

ると、【生徒】の「思考力・判断力・表現

力の向上」、「基礎的な学力（知識およ

び技能）の向上」の2項目で特に差が

大きい。

さらに授業改善を推進するための

課題としては「教員の指導スキルの

向上」「教材開発や授業準備の時間の

確保」があげられるものの（図表は割

愛）、これまでの【教員】の「授業設計

力の強化」や「授業観の変化」の段階

を経て、その成果としていよいよ【生

徒】の資質・能力の向上を目指す段階

に入ったといえるのではないだろう

か。

無回答そう
思わない

あまりそう
思わない

どちらとも
いえない

やや
そう思うそう思う

学びに向かう姿勢・意欲が
向上した

主体性・多様性・協働性が
向上した

思考力・判断力・表現力が
向上した

基礎的な学力
（知識および技能）が向上した

（％）
（ｎ=1079）

4.1

13.3

17.4

11.3 46.2 34.1 5.2 1.3

52.4 24.8 3.2 0.9

48.7 31.0 4.4 0.9
1.7

1.3

1.9

24.7 54.0 11.0 4.6 1.6

そう思う・
計

そう思わ
ない・計

28.7 15.7

62.0 6.0

69.8 4.4

57.6 7.0

図表9　「総合的な探求の時間」への取組による生徒の変化（取組校／単一回答）

「主体性・多様性・協働性が向上」は「そう思う・計」が70％

40％未満
40～ 70％未満
70～ 95％未満
95％以上
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2021 年　全体 （n=1156） 61.2 60.1 50.7 48.6 2.6 1.8 97.9

大短 
進学率別

95％以上 （n=192） 57.3 44.8 52.6 62.5 3.6 1.6 97.9
70 ～ 95％未満 （n=313） 63.3 53.7 65.8 59.4 1.3 1.3 98.7
40 ～ 70％未満 （n=240） 62.5 65.8 52.1 47.1 2.5 2.5 97.5
40％未満 （n=405） 60.5 68.6 37.5 34.6 3.2 2.0 97.5

※「2021年　全体」の降順ソート ※「2021年　全体」より5ポイント以上高い数値を    色で表示

図表10　生徒の進路選択に対する「探究活動」の影響（全体／複数回答）

大短進学率70％以上の群「志望校や志望分野選びにつながる」

●授業で学んだ内容を、放課後に残って
理解できていない生徒へ伝える、学び
合いの姿勢が育った（北海道／道立）

●仮説を立てる上で、分析力や想像力を
働かせることができるようになった。
情報収集力がついた。自分の意見を持
ち、その意見を発表することができるよ
うになった（福島県／県立）

●自己肯定感が高まり積極的に物事に取
り組む生徒が増えた（宮崎県／県立）

Free comment 4
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今年度までの変化 23.2 37.3 33.5 20.2 18.5 38.8 23.9 35.6 10.7 12.3 16.2 21.7 19.6 9.5 0.4 3.5 9.2
次年度以降強化・
注力したいこと 58.6 49.1 47.3 44.9 14.9 43.4 32.7 30.9 29.2 25.9 23.8 23.7 23.5 15.1 0.4 0.2 2.7

差（今後 -これまで） 35.4 11.8 13.8 24.7 -3.6 4.6 8.8 -4.7 18.5 13.6 7.6 2.0 3.9 5.6 0.0 -3.3 -6.5

※カテゴリーごとに「次年度以降強化・注力したいこと」の降順ソート ※差が10ポイント以上高い数値を    色で表示

図表8　授業改善への取組による変化（「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善導入ベース／複数回答）

今後は「思考力・判断力・表現力の向上」を筆頭に【生徒】の変化へ注力

（n=1104）

「主体的・対話的で深い学び」の
授業改善で目指したいことは、
教員の変化を経て生徒の変化へ

探究による向上は
「主体性・多様性・協働性」７割、
「基礎的な学力」3割

進路選択への影響トップは
「前向きな進路選択の醸成」と
「地域や社会への興味・関心」

特集 コロナ×入試改革をどう乗り越えたのか

高校・先生の変化対応力

http://souken.shingakunet.com/college_m/

